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酒に塩を入れ、飲む酒から食べる酒に
「しおみりん」を「醗酵調味料」に変更

狭山市にある味の一醸造株式会社は、醗酵

調味料「味の母」と有機醸造調味料「酒醂」

を製造販売する会社である。

同社の海外進出は、１９９０年にみりんの原料

のもち米を求めて中国、上海の調査から始ま

る。１９９１年よりタイでの調査を開始し、１９９２

年にタイ国現地法人としてタイ ミリン フー

ズを設立する。１９９５年にタイ国大蔵省より酒

類製造販売免許取得に日本でただ一社成功し、

バンコクに隣接するノンタブリー県に工場を

建設する。タイ産の有機栽培のもち米を原料

とした有機醸造調味料「酒醂」を製造し、タ

イ国内の食品工場に出荷、日本向けには中間

品を輸出。狭山工場で精製・濾過、ビン詰め

をして食品工場、健康自然食品、生協の３ル

ートで販売する。

鈴木社長にタイでのみりん工場設立までの

ご苦労話やみりんづくりにかける思いなどを

お話いただきました。

まず、主力商品の「味の母」の開発の経

緯からお聞かせください。

味の一醸造は、戦後間もない１９５２年に父の

鈴木彦吉が創業した会社です。先代は、戦後

がそんなに長く続くわけはない、いずれは生

活が豊かになっておいしいものを食べたいと

いう時期がくるだろう。その時には調味料が

必要になると考え、米と米こうじを原料とし

て日本酒の基となる「もろみ」を寒仕込みし

て、醗酵したところに食塩を加え、さらに糖

化熟成（特許製法）をさせるという方法を考

え出し、みりんのうまみと酒の風味を併せ持

つ「味の母」を誕生させました。商品名は、

家にいなくてはならないお母さんと料理にな

くてはならない調味料ということから「味の

母」としました。料理に酒を使うという習慣

海海外外進進出出最最前前線線

タイ／ノンタブリー県 サイノーイ市

味の一醸造株式会社 ―THAI MIRIN FOOD CO.,LTD―
原料のもち米が豊富にあるタイに酒類製造工場を建設
タイ産原料のイメージを有機JAS認証でランクアップ

すず き くにひこ

代表取締役 鈴木 邦彦 氏

本 社 〒３５０‐１３３３狭山市上奥富１２０３
電 話 ０４‐２９５４‐３３１９
ホームページ http : //www.ajinoichi.co.jp
設 立 １９５２年
資 本 金 約４，９００万円
売 上 高 約４．８億円（２０１０年９月期）
従 業 員 ３９名
事業内容 調味用みりん製造販売

タイ法人 THAI MIRIN FOOD CO.,LTD
９５MU５PATHUM-BANGLENRD.
RATNIYOM. SAINOI NONTHABURI １１１５０

設 立 １９９２年
操 業 １９９６年
日本人スタッフ ０名
現地従業員 約１９名
電 話 ０２‐９７７‐６８３０‐１
Ｆ Ａ Ｘ ０２‐９７７‐６８３０



ぶぎんレポートNo．１５２ ２０１２年２月号 3

は昔からありましたが、酒に塩を入れること

によって飲む酒から食べる酒へ、つまり調味

料に変えたのです。

そこで、問題になったのが調味料として使

う酒に酒税がかかるかどうかということでし

た。国税庁の最終的な判断は、酔っぱらうま

で飲めないということで課税から外れたので

す。酒は致酔飲料といって酔うに致る飲み物

で、酔っぱらう楽しさに対して税金がかかる

という考えです。

そうした経緯で生産は始まりましたが、ま

だお腹いっぱい食べられれば幸せという時代

ですから、販路の開拓にはずいぶん苦労した

ようです。一生懸命に食堂や蕎麦屋などに売

り歩き、次第にせんべい屋や漬物屋、かまぼ

こ屋など食品工場に業務用として販路を広げ、

また体に良いものだということで自然食品業

界でも販売するようになり、成長してきまし

た。今もその流れで業務用を中心に、健康食

品や自然食品の店、そして生協の３ルートに

出していて、スーパーなどには卸していませ

ん。

スーパーなどで売られているみりんは、

確か酒税がかかっていますよね。

酒税がかかるのは、本みりんです。本みり

んは、焼酎を使っているために熱を加えると

風味が飛んで甘味だけが残り照りがでます。

それでは意味がなく、本来の酒を料理に使う

方がいいだろうというのが先代の考え方です。

焼酎は燗をしませんが、日本酒は燗をして飲

みますよね。料理本に載っている味付けには、

みりん少々、酒少々とありますが、あれは酒

の力をかりないとおいしくできないというこ

とです。

【左】同社の主力製品「味の母」の狭山工場内の製造工程
【上】「味の母」の特徴と料理への使い方
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原料のもち米を求めて海外進出を決意
タイ産のイメージを克服するため有機認証

しかし、当社の「味の母」なら酒はいらず、

これ一本で済みます。

おいしさにこだわって酒に塩を入れた。そ

して、結果的に税金がかからなかった。それ

が１９５２年のことです。そして、１９５８年に酒税

が改正されて、塩の数量が決まりました。そ

れは、酒に塩を入れた調味料が認知されてき

たということでもあります。そして、みりん

甲種、乙種と別れていたものを「本みりん」

という名称に変え、税金を払わないものはみ

りんという名称を使えないことになります。

１９８５年には、公正取引委員会から「しおみり

ん」の表示に排除命令が出され、審判請求を

しました。室町時代に日本に入ってきたみり

んの製造法を基に製造しているのに「みり

ん」が使えないのは納得がいかなかったから

です。そして、同意審決したのが２００２年です。

「品質はみりんと認めるが、表示は酒税が課

せられていないため名称は醗酵調味料とす

る」というもので、「味の母 醗酵調味料」

となりました。

当社もみりん業界の中の一社で、今はこの

業界に酒、醤油、酢などのメーカーが数多く

参入してきていますが、当社がみりん本来の

製造方法で作られた元祖であると思っていま

す。実際に、税金逃れのために塩を入れてい

るところもあります。しかし、当社は品質を

よくするために研究した塩の入れ方ですから、

そこに長年のノウハウが詰まっています。

タイに会社を設立されたのが２０年前、当

時はまだタイの注目度はそれほど高くなかっ

たと思いますが。

長年みりん業界でやっていると年季のはい

った職人さんから、「昔のもち米で作ったみ

りんは香ばしくていいもんだったよな。今の

みりんにはそういうのがなくてと」という声

が聞こえてきました。ぶどう糖とか糖質を添

加してつくるようになり、香りも味も薄っぺ

らでふくよかさがないんですね。私も同様に

感じていたので、何とかもち米だけで作れな

いものだろうかと、日中の国交も正常化され

たので、もち米が豊富にある中国に渡って一

年間ぐらい調査しました。

では、最初は中国での生産を考えていた

のですか。

紹興酒の原料はもち米なんですよ。紹興地

方でつくるから紹興酒。隣の上海でつくった

ものは上海老酒と呼ばれますが、同じもので

す。そんなことから上海にはもち米がたくさ

んあることがわかっていたので、上海の杭州

地区に行って調査を始めました。

役所に行くと窓口で日本からきた会社の名

「みりん＋日本酒」の２つの効果を持つ同社の醗酵調味料
「味の母」と一般に市販されている「本みりん」、「みりん
風調味料」の各々の特徴
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刺を見せられて、同業他社が２０社ぐらい来た

ことを知りました。そして、役人が「おたく

の会社が我が国に投資をしてくれるならば、

国民に食べさせなくても原料は供給します」

と言ったのです。裏を返せば「国民に食べさ

せるためにあんたには物は渡さないよ」と言

われたのと同じことです。この言葉で、この

国は国家権力が強すぎて中小企業ではとても

太刀打ちができないと感じ、撤退を決めまし

た。行ったのは最後でしたが撤退は一番早か

ったです。

しかし、中国から撤退しても１００％もち米

のみりんをつくりたいという思いに答えが出

ているわけではありません。するとある日の

日本経済新聞に載ったタイの投資奨励委員会

の広告が目に留まりました。タイにももち米

があるとは聞いているけれども、どんな様子

だろうか。当時はタイの情報なんて何もあり

ませんから、産業使節団に参加することにし

ました。バンコクに宿泊して日程には工業団

地見学や商談会などが設定されていましたが、

何より驚いたのはタイの明るさでした。電気

があってバスで移動する途中で店を見ると、

当社の工場で使うようなパイプやホースやモ

ーターが売っているのです。農地に行ったら

どこも耕地整理がされていて、「この国、す

ごい」と。米も国の管理ではないので自由に

つくることができます。電気もなく真っ暗な

中で人がうごめいている上海と比べると電気

がついていて明るいタイのバンコクは天国の

ように感じられました。

そういう印象でタイから帰ってきましたが、

前に中国で臆しているから慎重です。よく調

べようと、狭山工場の生産に必要なものを鉛

筆１本から全部書き出して、その横に日本の

値段を書き入れたリストをつくりました。値

段が入っていないのは土地と建物だけです。

次に、タイにそのリストを持って行って値段

調べです。半月はノービザで行けますから、

一年間毎月それを続けました。そして、トー

タルの金額を算出して予算書を作成、武蔵野

銀行に持っていきました。すると融資が受け

られたのです。そうなれば、もうタイに工場

を建設しないわけにはいきません。

しかし、「タイで会社を設立するってどう

するの」と、そこからです。弁護士に相談し

たり、商社や銀行で人を紹介してもらったり

しながら、会社を設立しました。次は、酒類

製造の許認可の取得です。アルコール関係の

販売許可は簡単ですが製造の許可は日本でも

海海外外進進出出最最前前線線
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アメリカでもタイでもどこの国でも難しいの

です。ちなみに日本では、当社が１９５２年に取

得してからそのあと取得できた会社は一社も

ありません。新しくやっているところがある

としたら、免許を持っている会社を買収して

いるはずです。

タイでも当社のほかにいくつもの日本企業

が許認可の申請をしていましたが、何年経っ

ても許可されないので、どこもみんな取り下

げていました。４年経ったころ、役所から呼

ばれて「みんなは取り下げたけれども、どう

しますか」と聞かれたので、「取り下げる気

はありませんので、そのままにしてくださ

い」と答えると、聴聞会が開かれることにな

りました。その時の質問が「どうして、日本

はタイの米を買わないのか」というものでし

た。当時の日本は米余りでしたから「古米が

あるうちは買わない」と答えたところ、「米

の加工品を日本に輸出をするのは米を輸出す

るのと同じことだから認めます」という答え

が返ってきたのです。大手メーカーの代理人

の商社が申請しても取得できなかった酒類製

造販売免許を取得することができ、あとは前

に進むだけです。ちょうど狭山市と同じよう

に首都バンコクから２０キロ離れた環状線のそ

ばのノンタブリー県サイノーイ市に工場を建

設し、操業を開始しました。

タイで調査を始めてから４年、銀行から億

単位の融資を受け、だめでしたではすまされ

ないプレッシャーに不安な日々でしたが精神

的にも強くなりました。

ということは、タイでみりんの生産して

いるのは御社だけということですか。

そうです。他社で申請をしていた商社マン

が驚いて、工場見学に来ました。どうして取

得できたのかと質問する商社マンに、「中小

企業だからできたんだよ。こういう国では、

その場で決済しなければだめなんだ。それが

中小企業の強みだよ。大企業は日本に帰って

役員会で決済してからとなるだろう。それで

は遅いんだよ」と。すると、「では、この工

場でできた製品を全部売ってくれないか」と

言ってきました。しかし、その話には乗りま

せんでした。もし、一つの商社に売ってしま

えば、その系列の食品工場にしか売れません

から。時間をかけて複数の商社と取引し、そ

の関連の食品工場に当社の商品がいっていま

す。タイにみりん工場があるのは当社だけで

すから、みんな買わざるを得ないわけです。

タイ産のみりんの販売は順調だったわけ

ですね。

１００％もち米のみりんは味、品質ともによ

かったのですが営業担当に、「タイ産ではイ

メージが悪くて日本では売れませんよ」と言

同社の「酒醂」はタイ産「有機もち米」と「有機米こう
じ」を原料に有機白酒（みりんの基）を醸し、食塩を加
えて精製した有機醸造調味料である
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リーマンショック後に設備投資
放射能対策で線量計測定値をHP上で公開

われたのです。ならばと、今度は有機 JAS

の認定取得に向けて動き出します。検査官を

日本から呼ぶのですから、経費がかかりまし

た。でも、日本産で無農薬、化学肥料を使っ

ていない有機のもち米なんてありませんから、

有機 JASマークは取れません。

タイなら無農薬、化学肥料を使わない米

があるのですか。

日本でも昔はそうだったでしょう。今はタ

イでも日本の商社が農薬や農機具を売り込む

から農薬、化学肥料を使っていないところは

少なくなりました。しかし、田舎に行けば農

薬などをつかっていない区域があり、私はそ

の一大区域を契約農家にしています。

有機 JASマークを取得するために、タイ

の農場と工場、そしてビン詰を行う狭山工場

の３カ所で有機 JASの認定を取得し、でき

たのが有機醸造調味料「酒醂」です。有機 JAS

マークがつくことによって、もうランクが下

などいわれない、他では手に入らないみりん

が出来上がりました。

リーマンショックや東日本大震災など不

安定要素が多い中で、今後の事業展開をどの

ようにお考えですか。

会社経営に関わってからこれまでに３回経

済の大きな変動を見ています。最初が１９７３年

のオイルショック、次がその２０年後のバブル

崩壊、そして今度のリーマンショック。経済

は２０年経って３割ダウンし、また２０年で３割

伸びてダウンするという繰り返しです。伸び

る業種は変わりますが、３０％伸びるのだった

らその中の１％をうちがもらってもいいじゃ

ないかと考えて、リーマンショック後すぐに

設備投資をしました。

最初の数年間は苦労をするけれども必ず伸

びるわけだから、そのときに生産能力がない

のでは話にならないでしょう。売り上げが伸

びるには時間がかかるのでその間は経費を節

減して、たとえ少しでも黒字にして時間稼ぎ

をするわけです。

東日本大震災の影響では、福島の原子力発

電所の放射能汚染の問題で狭山茶からセシウ

ムが検出されたことから、当社にも「大丈夫

か」と問い合わせが来ています。それに対し

ての対応は、工場に入ってくる原材料から容

器、包装紙に至るまですべてを線量計で測り、

製品を出荷する時にも計測して、その数字を

ホームページ上で公表しています。それで初

めてお客様は安心できると思います。安心、

海海外外進進出出最最前前線線

同社のタイ工場で製造されている「MIRIN」（塩入り）
がタイ産「有機もち米」と「有機こうじ」が使われて
製造されていことを証明する認定書
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人が財産、再雇用制度で最高齢者は７９歳
先代の言葉から人生の考え方を学ぶ

安全はごく当たり前のことで、震災前でも後

でもそれはかわりありません。

事業は、意欲を持ってやらなければいけま

せん。そして、前に進むときは良くなるか悪

くなるかのどちらかひとつ、社員の生活がか

かっているのだから計画は慎重です。

経営理念と社員に期待することはありま

すか。

まず、お客様にいいものをというのが原点

です。そして、みりんは醸造物ですから自然

が相手、その時の気候によっても微妙に違う

から味を見ながら塩を入れます。そして、そ

の作業をするのは人間です。だから、人間が

この会社の財産です。一応６０歳になると役職

を外して退職金を払いますが、再雇用で体が

利かなくなるまで働けます。再雇用制度を国

が決める前からやっています。今、最年長者

は７９歳。その姿を見ていれば、若い人もあの

人みたいになりたいと思うわけです。６０歳で

終わりならば５５、５６歳になってくるともうす

ぐだからという感覚になるでしょう。ところ

が８０歳までとなればそうはいかないと一生懸

命になりますよ。年配者は自分がやってきた

ことを若者に教えたいと思うし、若者はわか

らないことを先輩に聞きに行く、それでいい

関係ができています。

座右の銘は、何ですか。

聖徳太子の十七条憲法にある「和以為貴」

（和を以って貴しと為し）です。この「和」

は、「２足す３の和を求めよ」の和です。２

に当たるものは因縁の因です。誰にも親がい

て、さらにその親がいる。そうやってもとを

正すのが因です。３に当たるのは因縁の縁で

す。今、徳川家康に会いたいといって縁を求

めても時代のずれでだめです。また地球上に

７０億人の人がいて、その人たちみんなと知り

合うことはできません。よほどのことがない

と縁がないということです。その結果、触れ

合う縁は大事にしようと。だから雇った人に

は、「社長、もう通勤が大変だから勘弁して

よ」というまで働いてもらうのです。

尊敬する人物は、先代の鈴木彦吉です。父

は私に人生の考え方を教えてくれました。ま

ず、「人に便所掃除をさせるなら自分でしろ」、

自分でやっていないことは人に言えないぞと

いうことですね、人の使い方のコツです。次

に、「何、一人前のことをやっているんだ」

と。１人で一生懸命にやっても２人分働くこ

とはできないけれども、１人が１．１人分働け

る環境をつくれば、１０人で１１人分の仕事がで

きるということです。その環境をつくるのが

お前の仕事だろうということです。それから、

「目の上に仕事を乗せるな」。これは頭で考

えるな、実行しろと。そして遺言が「手形が

落ちなければ、会社は倒産するぞ」でした。

確かにその通りです、すごい父でした。

最後の質問ですが、ご趣味は何ですか。

父が酒の飲み過ぎで亡くなったので、それ

から飲酒はやめました。工場の火災でゴルフ

クラブが燃えてしまってからはゴルフもして

いません。立ち直るのに社員が一生懸命にや

っているときにゴルフをやっていられないで

しょう。それがそのままずっと続いていて、

今は趣味はありません。

計画は慎重に、決めたことは信念を持っ

てやり通す鈴木社長の粘り強さに感服いたし

ました。本日はとても参考になるお話をお聞

かせいただき、ありがとうございました。


